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室内空間印象の主観評価実験における画像を用いた評価の再現性の検討 

及び明るさ分布の違いによる印象評価への影響の考察 
A study on the reproducibility of evaluation using images in a subjective evaluation experiment of indoor space 

impressions and the influence of differences in brightness distribution on impression evaluations 
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The purpose of this research is to propose a method that shows suitable spatial conditions to achieve the desired impression of the 

space.The study carried out in the former year classified space impression evaluations into four categories and showed trends 

between space conditions, such as color temperature, illumination, and interior materials, and space impressions. However, it did 

not focus on differences in the way a space is viewed. Therefore, the study of this year has focused on the difference between the 

brightness of the space and the actual space. As a result, it was found that the atmospheric factor was divided into two parts in the 

real space, and the evaluation of brightness impression was different due to warm and cold colors. 

 

１．はじめに 

 近年では,LED 技術の進化に伴い光における表現の幅

が広がっており,照明が室内における空間印象の大きな

要因となっている.しかし,現在の光環境における空間印

象には数値的な法則はなく,設計者独自のセンスによっ

て委ねられている.しかし,照明によって人が受ける印象

には概ね共通のものがあり.これらの物理量と空間印象

との関係性を導くことは有用である.そこで,空間印象の

評価を主軸に設定し,求められている空間印象の実現の

ために適した空間条件を提案する手法を検討する. 

 既報１）の研究では,実験により印象評価が 4 つの因子

カテゴリに分類され,その 4因子と照度・色温度・・照明 

置・内装材との関係性を導いた.しかし,全てディスプレ

イや模型での実験となっており実際の空間に入った際の

検討は行われていない.また,照明 置に関して明るさ分

布における見え方の違いを考慮した照明 置にはなって

いなかったため,照明 置による印象評価の差異が生ま

れなかったと考えられる. 

 よって,本稿では実空間と画像(写真)との印象の違い

を踏まえ,室内空間における明るさ分布と空間印象の関

係性の検討を行う. 

２．実空間・画像比較評価実験(実験１) 

２．１ 実験目的・方法 

  実空間と画像に対し空間印象にどのような違いがあ

るかを分析するため,同じ空間の画像と実空間について

同じ評価項目を用いた評価実験を行い,結果を分析した.

実験空間はオブジェクトの少ない共用部等に限定した.

画像実験の環境は,既報 1)のCG画像実験と同様.実験画

像はスマートフォンで最も人の目に近い倍率 0.5で実空

間の評価位置に立ち目線の高さで撮影した.被験者には

スマートフォンで回答させ,印象について SD法を用いた

7段階(-3~+3)で評価した.被験者は大学生の男女 28名.

評価項目は,既報で使用した 23項目に小崎ら 2）の研究

を基に再検討して変更2項目及び追加 3項目の計 26項

目である.実験条件は,基準空間と基準空間に対して縦

長・横長・高天井高・大容積・低照度・低色温度に変化

させた異なる空間の計7つを用いた. 

２．２ 実験結果・考察 

 実験結果は,個人差による特異性や系統的な偏りがな

いことを確認し,因子分析を用いた検討を行った.実験の

因子分析結果をTable1に示す.色分けは既報１）の研究で

導かれた因子構成と同様の色分けとする. 

Table1.Factor analysis results(Experiment2)  

[Left:Real Space/Right:Image] 

   
Table1と後述するTable3から,変更及び追加した評価語

である「立体感のある/ない」「趣のある/殺風景な」

「開放的な/閉鎖的な」「親しみやすい/親しみにくい」

は雰囲気性,「重厚な/軽快な」は特殊性と分類できる.

さらに,実空間では雰囲気性因子が第 2因子と第 3因子

に分かれる結果となった.よって,実空間での第 2因子を

「空間的雰囲気性」,第 3因子を「心情的雰囲気性」と

名づける.この事から,実際に空間に入る事で画像だけで

は同一認識されていたもう一つの雰囲気性が存在するこ

とが分かった.また,実験 2や過去の画像実験では清潔性

が活発性と合わさり一つの因子となっていたが,実空間

では空間的雰囲気性と合わさり一つの因子を構成した.

因子 項目 Factor1 Factor2 Factor3 Factor4

明るい/暗い .867 .010 -.102 -.263

鮮やか/くすんだ .843 .124 -.222 -.067

陽気な/陰気な .705 .129 .074 -.087

賑やかな/寂しい .631 -.090 .316 .046

派手な/地味な .509 -.143 .201 .375

暖かい/寒々しい .487 -.076 .331 -.021

新しい/古い .470 .403 -.261 .135

静かな/騒がしい -.223 .205 -.201 -.207

好ましい/好ましくない -.012 .669 .309 .071

立体感のある/ない -.197 .660 -.186 .360

ゆったりとした/窮屈な -.042 .592 .065 .077

落ち着きのある/ない .067 .548 -.086 -.008

違和感のある/ない .067 .547 .018 -.345

綺麗な/汚い .229 .528 -.053 .134

開放的な/閉鎖的な .161 .504 -.040 .208

奥行きのある/平板な -.157 .479 .068 .349

整然/雑然とした .090 .417 -.346 -.098

心地よい/不快な .273 .404 .342 -.090

自然な/人工的な -.044 -.056 .702 -.018

趣のある/殺風景な -.044 .117 .598 .335

親しみやすい/親しみにくい .036 .495 .593 -.291

幻想的な/現実的な -.107 -.111 .591 .417

ユニークな/ありふれた -.117 .137 .124 .632

印象深い/印象が薄い .115 -.055 .208 .604

迫力のある/物足りない .421 .065 -.091 .588

重厚な/軽快な -.235 .069 -.085 .501
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因子 項目 Factor1 Factor2 Factor3 Factor4

綺麗な/汚い .810 -.078 .122 .409

新しい/古い .806 -.039 .084 .252

鮮やか/くすんだ .743 .048 -.029 -.056

賑やかな/寂しい .713 .046 .067 -.176

明るい/暗い .590 .112 -.197 -.055

陽気な/陰気な .483 .366 -.089 -.143

好ましい/好ましくない .012 .754 .122 .185

親しみやすい/親しみにくい .079 .721 -.123 .044

心地よい/不快な .215 .678 -.053 .135

開放的な/閉鎖的な .042 .623 .119 -.118

立体感のある/ない -.087 .550 .197 .140

ゆったりとした/窮屈な -.023 .540 .081 .071

奥行きのある/平板な -.058 .483 .220 .013

暖かい/寒々しい .205 .480 -.068 -.251

自然な/人工的な -.096 .303 .044 -.292

ユニークな/ありふれた -.005 -.064 .873 .172

印象深い/印象が薄い .228 -.046 .744 .046

幻想的な/現実的な -.178 .093 .654 .096

派手な/地味な .387 .012 .509 -.174

違和感のある/ない .271 .447 -.482 .250

迫力のある/物足りない .224 .254 .466 -.112

趣のある/殺風景な .053 .346 .407 -.229

重厚な/軽快な -.198 .159 .369 .333

落ち着きのある/ない -.006 .143 .113 .701

静かな/騒がしい -.346 .082 -.023 .593

整然/雑然とした .244 -.061 .068 .536
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よって,空間に入る事で清潔性の評価は空間的雰囲気性

と同等の評価基準に変化すると考えられる. 

 また,実験場所ごとの評価値平均の差([実空間]-[画

像])をTable2に示す.表は平均値の差が 1.0以上,0.75

以上,0.5未満でそれぞれ色分けした. 

Table2.Difference in average rating value 

 ([Real Space]-[Image]) 

 
Table2 の結果より,大容積の場合は特殊性と活発性に

関して評価値は実空間の方が 1 以上下がり,横長な空間

と低色温度の空間で清潔性の評価値は実空間の方が 1以

上上がる結果となった.よって,他の因子・条件ではと同

等の評価がされていたため,上記の条件を除いて画像で

の再現評価は可能と考えられる. 

３．明るさ分布に着目した主観評価実験(実験２) 

３．１ 実験目的・方法 

実空間において,空間印象に対し照明の物理量的条件

がどのように影響を与えているかを精緻に分析するため,

明るさ分布の見え方を考慮した照明 置,色温度をそれ

ぞれ変化させて画像を用いた評価実験を行い,物理量的

条件の違いによる空間印象評価の特徴を分析した.・評価

を行う実験環境・評価方法は実験 1 と同様に行った.被

験者は大学生の男女 25名.評価項目は,実験 1 から「親

しみしやすい/親しみにくい」を除いた 25項目とした. 

３．２ 実験結果・考察 

実験結果は,評価項目と照明条件について,それぞれ因

子分析とクラスター分析を用いて検討した.因子分析の

結果をTable3に示す. 

Table3.Factor analysis results(Experiment1) 

 

Table3より,因子カテゴリの優先順位に関しては,特殊

性が雰囲気性を抑えて第 1因子に来ていた.よって,明る

さ分布の違いによって特殊性の評価が明確化されたとい

える.次に,ウォード法によるクラスター分析の結果を

Figure1に示す. 

 
Figure1.Cluster Analysis (Experiment1) 

Figure1記載の赤線でクラスターを分けた結果,バラン

ス照明を除いて低色温度(3500K以下)と高色温度(5000K

以上)を境に大きくクラスターが分かれており(①),既報

と同様に低色温度と高色温度で空間印象が大きく変わる

事が分かる.その後,低色温度では 2700Kと 3500Kで分か

れ(⑥),高色温度ではコントラストが付いているものと

そうでないもので分かれていた(②).そのため,高色温度

では明るさ分布が細かい色温度の差よりも重視されてい

ることが分かる. 

４．まとめ 

研究結果としては,実空間と画像では雰囲気性の評価

が細分化されその2因子を「空間的雰囲気性」と「心理

的雰囲気性」と名付けた.また,雰囲気性と特定の空間要

素(基準・低照度・縦長・高さ(高))に関しては実空間と

画像による評価差は小さい事から,上記の条件下で画像

での再現評価が可能であることを示せた. 

明るさ分布に関しては,特殊性が第 1 因子に上がった

ことで,明るさ分布によって特殊性因子が決定している

ことが示唆された.また,高色温度は低色温度よりもコン

トラストが重視される結果となった. 

今後は,さらに異なる色温度の違いにおける評価要因

の明確な原因の特定やそれぞれの因子の評価基準の特定

については検討を行っていく予定である. 
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実空間ー画像 基準 低照度 低色温度 縦(長) 横(長) 高さ(高) 体積(大) 絶対値平均

賑やかな/寂しい 0.14 -0.04 -0.29 0.36 0.36 0.04 -1.50 0.39 差1.5以上

陽気な/陰気な 0.39 -0.75 0.14 0.43 0.54 0.29 -1.25 0.54 差1.0以上

鮮やか/くすんだ 0.79 -0.04 -0.96 0.43 0.82 -0.21 -1.64 0.70 差0.5未満

静かな/騒がしい 0.29 0.29 -0.32 0.07 0.32 -0.04 1.14 0.35 赤字 正の値

明るい/暗い 0.79 -0.93 -1.46 0.75 0.21 -0.25 -1.89 0.90

好ましい/好ましくない -0.21 -0.07 -0.25 0.36 0.93 0.32 -0.29 0.35

立体感のある/ない -0.14 -0.29 -0.36 -0.46 0.32 -0.04 -0.29 0.27

ゆったりとした/窮屈な -0.29 0.29 0.07 0.36 0.29 -0.18 -0.07 0.22

落ち着きのある/ない -0.07 -0.39 0.04 0.43 0.43 -0.18 0.71 0.32

違和感のある/ない -0.11 -0.61 0.11 0.39 0.21 0.11 0.07 0.23

開放的な/閉鎖的な -0.21 -0.21 -0.32 -0.14 0.93 0.25 -0.61 0.38

奥行きのある/平板な -0.54 -0.86 -0.61 -0.43 -0.82 -0.07 -0.46 0.54

心地よい/不快な 0.29 0.07 0.18 0.71 0.89 0.68 -0.89 0.53

自然な/人工的な 0.04 -0.46 0.43 0.61 0.57 0.11 -0.21 0.35

趣のある/殺風景な 0.18 0.18 0.29 0.25 0.36 0.79 -0.79 0.40

親しみやすい/にくい 0.46 -0.29 0.00 0.18 0.57 0.71 -0.21 0.35

暖かい/寒々しい 0.54 0.25 1.68 1.04 0.86 0.21 -1.57 0.88

幻想的な/現実的な -0.50 -0.68 0.50 -0.36 -0.21 0.43 -1.07 0.54

ユニークな/ありふれた -0.11 0.07 0.29 0.29 0.36 0.21 -0.79 0.30

印象深い/印象が薄い 0.04 0.36 0.68 0.07 -0.07 0.39 -1.00 0.37

迫力のある/物足りない 0.29 0.32 -0.50 0.04 0.36 0.39 -1.07 0.42

重厚な/軽快な -0.18 0.07 0.46 -0.18 -0.11 -0.82 0.21 0.29

派手な/地味な 0.11 0.21 -0.54 0.29 0.18 -0.36 -1.68 0.48

綺麗な/汚い 0.04 0.18 -1.00 0.18 1.25 -0.14 -0.61 0.48

新しい/古い 0.43 0.32 -1.14 0.39 1.04 -0.11 -0.93 0.62

整然/雑然とした 0.29 0.18 -0.11 0.04 0.68 0.25 0.39 0.28

絶対値平均 0.29 0.32 0.49 0.35 0.53 0.29 0.82

因子 項目 Factor1 Factor2 Factor3 Factor4

印象深い/印象が薄い .809 .013 .062 .048

ユニークな/りふれた .800 -.143 -.004 .022

迫力のる/物足りない .722 -.080 .215 -.024

幻想的な/現実的な .640 .154 -.162 -.001

派手な/地味な .492 -.095 .323 -.250

立体感のある/ない .414 .191 .073 .059

奥行きのある/平板な .412 .233 -.014 .077

重厚な/軽快な .270 .003 -.141 -.177

ゆったりとした/窮屈な .062 .708 -.115 .067

心地よい/不快な -.109 .664 .260 .069

好ましい/好ましくない .196 .653 .198 .345

落ち着きのある/ない .054 .635 -.083 .467

自然な/人工的な -.050 .626 -.254 .013

暖かい/寒々しい .080 .604 -.326 -.391

違和感のない/ある -.315 .523 .208 .382

趣のある/殺風景な .437 .503 -.131 -.121

陽気な/陰気な -.113 .488 .222 -.467

開放的な/閉鎖的な .121 .480 .111 .056

新しい/古い .069 -.229 .824 .130

綺麗な/汚い .008 .004 .799 .231

鮮やか/くすんだ .060 .005 .597 -.186

明るい/暗い -.093 .155 .505 -.200

静かな/騒がしい -.010 .180 -.157 .573

整然/雑然とした .017 .100 .317 .519

賑やかな/寂しい -.023 .308 .353 -.485

清

潔

性

活

発

性

清

潔

性

活

発

性

特

殊

性

雰

囲

気

性

ｃ ラベル
1 直接奥だけ　2700Ｋ :

10 間接バランス　3500Ｋ :

9 間接バランス　2700Ｋ :

5 直接中心　2700Ｋ :

11 間接バランス　5000Ｋ :

12 間接バランス　6500Ｋ :

2 直接奥だけ　3500K :

29 直接均一　2700Ｋ :

14 直接全体不均一　3500Ｋ :

18 直接局所的　3500Ｋ :

22 間接コーニス　3500Ｋ :

30 直接均一　3500Ｋ :

6 直接中心　3500Ｋ :

13 直接全体不均一　2700Ｋ :

17 直接局所的　2700Ｋ :

21 間接コーニス　2700Ｋ :

25 間接コーブ　2700Ｋ :

26 間接コーブ　3500Ｋ :

3 直接奥だけ　5000K :

16 直接全体不均一　6500Ｋ :

23 間接コーニス5000Ｋ :

27 間接コーブ　5000Ｋ :

4 直接奥だけ　6500K :

24 間接コーニス6500Ｋ :

28 間接コーブ　6500Ｋ :

7 直接中心　5000Ｋ :

8 直接中心　6500Ｋ :

20 直接局所的　6500Ｋ :

15 直接全体不均一　5000Ｋ :

19 直接局所的　5000Ｋ :

31 直接均一　5000K :

32 直接均一　6500K :

①

②

④

③

⑤

⑥

⑧

⑦
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